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午前 9時 00 分開会 

○議長（川越 忠明君）  おはようございます。ただ今から平成２２年第６回川南町議会定例会を開

会します。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元にお配りしてあるとおりであ

ります。しばらく休憩します。全員、議員控え室へ移動願います。 

午前９時０１分休憩 

午前９時５５分再開 

○議長（川越 忠明君）  会議を再開します。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

日程第 １ 「諸般の報告」 

を行います。前回の議会から本日までの主な事柄については、お手元にお配りした別紙のとおりで

あります。なお、例月出納検査並びに定期監査の結果についての報告は、お手元に配布してあると

おりであります。以上で報告を終わります。 

日程第 ２ 「会期の決定について」 

を議題とします。お諮りします。本定例会の会期は、本日から１７日までの１２日間にしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１７日までの１２日間に決定しました。 

日程第 ３ 「会議録署名議員の指名」 

を行います。本定例会の会議録署名議員は、会議規則第百十八条の規定によって、【中村 守】君

及び【米山知子】君を指名します。 

日程第 ４ 議案第４７号 「町道路線の認定について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（内野宮 正英君）  おはようございます。ご苦労さまでございます。よろしくお願いをいたし

ます。それでは、議案第４７号「町道路線の認定について」提案理由をご説明申し上げます。 

 この議案は、新平鈴西線外１路線を町道路線として認定するため、道路法第８条第２項の規定に

基づき議会の議決を求めるものでございます。以上、よろしくご審議の上、ご決定いただきますよう

お願いをいたします。 

○議長（川越 忠明君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

日程第 ５ 議案第４８号 「平成２２年度川南町一般会計補正予算（第５号）」 

日程第 ６ 議案第４９号 「平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」 

日程第 ７ 議案第５０号 「平成２２年度川南町老人保健事業特別会計補正予算（第２号）」 

日程第 ８ 議案第５１号 「平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会静補正予算（第１号）」 

日程第 ９ 議案第５２号 「平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第１号）」 

日程第１０ 議案第５３号 「平成２２年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第１号）」 
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日程第１１ 議案第５４号 「平成２２年度川南町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）」 

日程第１２ 議案第５５号 「平成２２年度川南町介護保険特別会計補正予算（第２号）」 

日程第１３ 議案第５６号 「平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」 

日程第１４ 議案第５７号 「平成２２年度川南町水道事業会計補正予算（第１号）」 

 以上、１０議案を一括議題とします。朗読は省略します。本、１０議案について、提案理由の説明を

求めます。 

○町長（内野宮 正英君）  それでは、議案第４８号から議案第５７号につきまして、その提案理由

をご説明申し上げます。 

 議案第４８号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億５，７６０万７千円を追加し、予算

の総額を歳入歳出それぞれ７０億９，７１０万４千円にするとともに、地方債の補正を行うものでござい

ます。 

 それでは、その主なものにつきまして第１表の歳入から順を追ってご説明申し上げます。 

 まず、歳入でありますが、町税は、不況による個人町民税及び法人町民税の落ち込みで、３，０２８

万１千円の減額、地方交付税は普通交付税２億２，２３５万９千円を計上しました。国庫支出金は、５

６万５千円の減額、県支出金は、１，４３３万３千円の計上で、新型インフルエンザ等の新臨時接種事

業負担金４９６万８千円、保育対策等促進事業５９２万３千円、農地制度実施円滑化事業２５４万１千

円などを計上しました。寄付金は、２，０７５万円の増額で、宮崎県町村会から１，０７５万円、全日本

自治団体労働組合宮崎県本部から１，０００万円の寄付を計上するものでございます。繰入金は、２，

７９７万円の計上で、老人保健事業及び介護保険特別会計の前年度精算金でございます。諸収入

は、３，０００万円増額で、口蹄疫による優良肉用繁殖牛貸付金の返済分を計上いたしました。町債

は、地方交付税が確定しましたので、臨時財政対策債の借入額を減額するものでございます。 

 次に歳出について、ご説明申し上げます。総務費から教育費までの人件費に関係する部分は、人

事異動に件う分と会計間の調整によるものでございます。総務費は、１億５，２２１万７千円の増額で、

主なものは財産管理費中、財政調整基金に１億５８９万２千円の計上で、普通交付税を全額計上し

ましたので、財源調整分として基金へ積み立てるものでございます。企画費中、川南町復興対策基

金２，０７５万円は、寄付金を積み立てるものでございます。税務総務費の過誤納還付金１，１４４万８

千円は、業績不振により予定納税された法人町民税の還付金を計上いたしました。民生費９６０万５

千円の減額は、人件費関係が主なものでございます。衛生費は、１，０７５万４千円の増額で、新型イ

ンフルエンザ等の臨時接種事業の計上が主なものでございます。労働費は、ふるさと雇用創出事業

に１９５万２千円を計上しました。農林水産業費は、８，９９６万３千円の増額で、主なものは、口蹄疫

被害から再建への事業として、川南町優良家畜導入事業補助金８，５５０万円、川南町優良家畜導

人利子補給事業補助金９００万円などを計上いたしました。商工費は、４２１万５千円の計上で、工業

用水水源地制御盤更新工事４２０万円が主なものでございます。土木費は、３１９万３千円の計上で、

東九州自動車道建設工事負担金１，１６０万２千円を減額し、人件費のほか、塩付・長岡線路側改

修工事２００万円、松原下橋下部工工事３２５万円を計上いたしました。消防費は、消防団退職功労
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金（１９名分）１８４万円を計上しました。教育費は、主なものとして国宝重要文化財等保存整備事業

３１５万円を計上いたしております。 

 第２表地方債の補正につきましては、本年度の普通交付税が決定をしましたので臨時財政対策

債の借り入れ限度額の変更を行うものでございます。 

 次に、議案第４９号は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，６１１万２千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ２３億８，８９８万９千円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金２，６１１万２千円を計上しました。 

 歳出では、制度改正システム改修委託費５７万８千円、及び保険給付費に２，５５３万４千円を計上

しました。 

 次に、議案第５０号は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８８２万８千円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１，５９３万６千円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金８９２万５千円を計上し、一般会計繰入金９万７千円を減額しました。 

 歳出では、過年度返還金として５５６万６千円、及び繰出金として３２６万２千円を計上いたしまし

た。 

 次に、議案第５１号は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ２，７４８万円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金２１４万５千円を計上し、一般会計繰入金１９４万５千円を減額しました。 

 歳出では、漁業集落排水事業施設整備事業費に２０万円を計上いたしております。 

 次に、議案第５２号は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ１，０７２万５千円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金９５万４千円、一般会計繰入金２４万６千円を計上いたしました。 

 歳出では、営農飲雑用水施設整備事業費に１２０万円を計上いたしました。 

 議案第５３号は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１５３万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ１億３，６４９万８千円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金２２７万２千円を計上し、一般会計繰入金７４１千円を減額いたしました。 

 歳出では、下水道事業費１６３万８千円を減額し、公債費３１６万９千円を計上いたしました。 

 次に、議案第５４号は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ３６万３千円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ４８１万３千円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金３６万３千円を計上しました。 

 歳出では、介護認定審査会費に３６万３千円を計上いたしました。 

 次に、議案５５号は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ６，３５４万６千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１２億６，７６０万７千円とするものでございます。 

 歳入の主なものは、一般会計繰入金１２７万７千円、及び他会計繰入金として介護認定審査会特

別会計より３６万４千円、繰越金６，１９１万３千円を計上しました。 

 歳出では、総務費の１２８万１千円は第５期の老人保健福祉計画・介護保険事業計画策定のため
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の高齢者実態調査を実施するものでございます。基金積立金３，２２１万円は、繰越金の６，１９１万 

３千円から、国、県、支払基金への返還金、一般会計への精算金、過誤納還付金を差し引いたもの

を積み立てるものでございます。諸支出金の３，００５万５千円は、償還金及び還付加算金の平成２１

年度精算による国、県、支払基金への返還金５１２万３千円と過誤納還付金２２万３千円の５３４万６

千円と平成２１年度精算による一般会計への繰出金２，４７０万９千円を計上したものであります。 

 次に、議案第５６号は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ３８万９千円を増額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１億４，８７６万６千円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金１４５万７千円を計上し、一般会計繰入金１０６万８千円を減額しました。 

 歳出では、過年度負担金の不足分２７万５千円、過年度還付金１１万４千円を計上いたしました。 

 次に、議案第５７号は、収益的収入及び支出の支出、第１款、第１項の営業費用に１５２万８千円を

追加し、収益的支出の総額を３億１，３３３万４千円とするものでございます。 

 次に、資本的収入及び支出の支出、第１款、第１項の建設改良費に６９０万円を計上し、資本的支

出の総額を２億１，９５７万円とするもので、資本的収入が資本的支出に対して不足する額２億１，２６

７万円を２億１，９５７万円に改め、不足する財源の６９０万円を利益剰余金から補てんするものでござ

います。 

 次に、予算第６条に定めていた、職員給与費の４，３５７万２千円に５２万８千円を追加し、職員給

与費の総額を４，４１０万円に、また、予算第７条に定めていた、たな卸資産の納入限度額を１７７万７

千円から２７７万７千円に、それぞれ改めるものでございます。 

 以上１０議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますのでよろしく

ご審議の上、ご決定いただきますようお願いをいたします。 

○議長（川越 忠明君）  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長（吉田 一二六君）   議案第４８号総務課関係につきまして、補足説明を申し上げま

す。９～１０ページをお願いします。９款１項１目 地方交付税は、総額で前年度比９，７５４万３千円、

４．１％の増額となり、２億２，２３５万９千円を計上いたしました。これは基準財政収入額が減額となり

まして、臨時財政対策債の振替相当額が増額（３２．９％）となったことが主な要因でございます。１５

～１６ページをお願いいたします。２０款１項１目 臨時財政対策債は、普通交付税の決定に伴い臨

時財政対策債振替相当額が決定をいたしましたので、２，６９５万９千円を減額するものでございま

す。なお、各歳入項目で、歳出と関連する部分については、それぞれ関係所管課等が歳出の方で

説明をいたします。 

 次に歳出について、説明を申し上げます。総務費から教育費までの人件費に関係する部分につ

きましては、人事異動に伴う分と会計間の調整によるものでございます。なお、詳細につきましては、

４５ページから４７ページに給与費明細書を掲載しておりますのでご参照いただきますようお願いし

ます。１７～１８ページをお願いします。２款１項５目 財産管理費 ２５節 積立金１億５８９万２千円

は、平成２２年度の普通交付税が決定し、当初予算との差額を計上いたしましたので財源調整分と

して基金へ積み立てるものでございます。なお、今後補正予算の財源調整資金となります。工事請
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負費の４５０万円は、口蹄疫で本町が大型車両等での現場への発着拠点となりまして、駐車場等が

損傷したため改修工事を行うものでございます。４８ページをお願いいたします。臨時財政対策債の

限度額変更に伴いまして、地方債の年度末における現在高の見込みに関する調書を掲載しており

ます。ご参照ください。以上で、補足説明を終わります。 

○総合政策課長（諸橋 司君）   議案第４８号総合政策課関係につきまして、補足説明を申し上

げます。２１、２２ページをお願いいたします。２款５項２目７節 賃金の３２万４千円は、国勢調査に伴

う事務補助貸金の予算計上でございます。２７、２８ページをお願いいたします。５款１項１目１３節 

委託料１９５万２千円は、口蹄疫で被害を受けた地元産業の復興に取り組むため、地場産業の業種

間の連携強化、ホームページを活用した地場産品のＰＲや販路拡大を行う、ふるさと雇用創出事業 

の予算計上でございます。 ３５、３６ページをお願いいたします。７款１項２目１５節 工事請負費４２

０万円は、工業用水水源地制御盤更新工事の予算で、テレメーター・水位計器の更新を行うもので

ございます。３７、３８ページをお願いいたします。８款３項３目１３節 委託料３８万３千円は、天龍梅

再生事業で、土壌改良、薬剤散布、再生治療を樹木医に委託するための予算計上でございます。 

 以上で、補足説明を終わります。 

○税務課長（篠原 浩君）   議案第４８号税務課関係につきまして、補足説明を申し上げます。 

１９、２０ページをお願いいたします。２款２項１目１３節 委託料 エルタックス導入システムの改修委

託５１９万５千円は、国税連携のため、税務署のデータを電子データで受け取るためのシステム改修

経費を計上するものでございます。２３節の償還金利子及び割引料の１，１４４万８千円は、予定納税

されていた法人町民税の確定申告により生じた還付金を計上するものです。２目７節 賃金 ５７万３

千円は、職員の産休に伴います、産休代替賃金１０６日分を計上するものです。以上で、補足説明

を終わります。 

○健康福祉課長（米田 正直君）   議案第４８号健康福祉課関係につきまして、補足説明を申し 

上げます。２３～２４ページをお願いいたします。３款１項４目２８節 繰出金の１２７万８千円は、第５

期老人保健福祉計画・介護保険事業計画策定のための高齢者実態調査費用であります。２３～２６

ページをお願いいたします。２項１目１９節 負担金補助及び交付金の１４万６千円の減額は、一時

預り事業の補助基準の変更により７万円の増と休日・夜間保育事業についても、基準額変更により１

万５千円の減額及び保育園耐震対策緊急支援事業も補助対象金額の変更により、２０万１千円減

額するものであります。２５～２６ページをお願いいたします。３目１１節 需用費２５万３千円は、番野

地保育所の漏水修理とブレーカー修理に要する経費を計上しています。４款１項１目１９節 負担金

補助及び交付金の３０１万９千円は、平成２２年度の西都医師会病院の負担金で、同病院の平成２１

年度の一次医療利用率で算出されております。ちなみに当町は３．０２％の１５６人が利用をされて

おります。２目 予防費 ９７９万円は、新臨時接種事業ということで、新型インフルエンザと季節性イ

ンフルエンザに対応する事業で、平成２１年度同様に、非課税者に対しては国の助成事業を組み

入れ、課税者に対しては町単独事業として実施するものであります。この事業は全員を対象にして

いますが、町単独分については、１３歳未満と６５歳以上に対し、１回接種のみ２千円を助成するもの
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であります。非課税者の個人負担はありません。接種率につきましては、平成２１年度実施結果を参

考に 

しております。以上で、補足説明を終わります。 

○農業委員会事務局長（高松 秀樹君）  議案第４８号農業委員会関係につきまして、補足説明

を申し上げます。２９、３０ページをお願いします。６款１項１目１３節 委託料１８９万５千円は、農地

制度実施円滑化事業（１０分の１０）を活用して、平成２１年１２月農地法改正に伴う農家台帳システ

ム改修委託料の予算計上でございます。以上で、補足説明を終わります。 

○農林水産課長（押川 義光君）  議案第４８号農林水産課関係につきまして、補足説明を申し上

げます。３１、３２ページをお願いいたします。６款１項３目１９節 負担金補助及び交付金中「魅力あ

るみやざき茶」産地総合対策事業補助金の減額７４万２千円は、事業名の変更に伴い「茶業経営構

造改革総合対策事業」となり、総事業費の減により６１万３千円を計上いたしました。５目園芸振興費

１９節 負担金補助及び交付金中「宮崎産なら安心」産地体制確立事業補助金１６２万７千円は、JA

尾鈴のピーマン研究会・ハウスきゅうり部会・イチゴ部会それぞれの部会員が、検討会・調査の実施

及び実証圃の設置を行うために補助するものです。「みやざきの花」産地パワーアップ推進事業補

助金５４万４千円は、尾鈴地区菊生産組合員７名が現在使用している白熱球に替えて電球型蛍光

灯にする事業に対し補助するものです。同じく園芸産地基盤強化緊急整備事業補助金６３万３千円

は、ハウスきゅうり生産組合員８名がハウスに防虫ネットを整備するために補助を行うものです。６目

畜産業費１９節 負担金補助及び交付金中減額分は、口蹄疫発生前の事業であり、それを組み替

えて新たに優良家畜の導入を行おうとするすべての農家に対し、限度額及び限度頭数を定めて補

助を行うものです。組み替え予算も合わせて、８，５５０万円を計上いたしました。また、優良家畜導

入利子補給事業補助金９００万円は、優良家畜導入のための資金の融通を受けた農家に対し、利

子補給を行おうとするものです。２１節 貸付金１，０００万円の減額は、事業を統一して優良家畜導

入利子補給事業で対応するため減額するものです。３３、３４ページをお願いいたします。２項２目林

業振興費１９節 負担金補助及び交付金の有害鳥獣被害防止対策事業３０万６千円は、事業の廃

止による減額と今年度事業の予算計上を行いました。以上で、補足説明を終わります。 

○建設課長（村井 俊文君）  議案第４８号建設課関係につきまして、その補足説明を申し上げま

す。 ３７、３８ページをお願いします。８款２項２目１５節 工事請負費２００万円は、塩付・長岡線路

側改修工事 Ｌ＝１００ｍ分の工事費を計上しました。これで計画区間は、完了でございます。３目１

５節 工事請負費３２５万円は、本年度から地方道路交付金事業の事務費が補助対象外になりまし

たので、松原下橋下部工工事に追加計上しました。２２節 補償補てん及び賠償金５０万円は、鬼ケ

久保・十文字線道路改良工事に伴います九電柱２本の移転補償費でございます。４目１９節 負担

金補助及び交付金１，１６０万２千円の減額は、当初、西日本高速道路㈱九州支社計画では、跨道

橋下部工（橋台２基）、擁壁工一式、舗装工及び排水工を施工予定でありましたが、都農インターチ

ェンジから高鍋インターチェンジ間における他工区との関係で、本年度は、跨道橋下部工（橋台２

基）だけの施工となりましたので減額するものです。３９、４０ページをお願いします。４項１目１３節 
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委託料は、町営住宅の滞納者を強制退去させる法的手続きを取るため、弁護士委託料５０万円の

計上と公営住宅長寿命化計画を職員で作成しましたので委託料４８０万円の減額によるものです。 

１５節 工事請負費８０８万円は、豊原住宅物置建替及び外周フェンス改修工事（物置２４戸、ＰＣフ

ェンス H=１．２ｍ、Ｌ＝１１０ｍ）の工事費です。番野地住宅改修工事、白坂住宅駐車場区画線工事

（Ｌ＝４８３ｍ）の工事費を計上しました。以上で、補足説明を終わります。 

○生涯学習課長（吉田 喜久吉君）  議案第４８号生涯学習諜関係について、その補足説明を申

し上げます。まず歳入でありますが９ページから１０ページをお願いいたします。１３款２項４目 国宝

重要文化財等保存整備費補助金１５０万円ですが、これは川南湿原整備に係る国からの補助金で

あります。詳細につきましては、歳出で説明いたします。次に歳出であります。４３ページから４４ペー

ジをお願いいたします。１０款４項４目 工事請負費３１５万円ですが、川南湿原の盗掘対策として、

忍び返し未設置部分５４０ｍの設置を国宝重要文化財等整備事業費の、２分の１の補助を受けての

計上であります。以上で、補足説明を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

日程第１５ 議案第５８号 「固定資産評価審査委員会委員の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（内野宮 正英君）  議案第５８号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。 

 この議案は、固定資産評価審査委員会委員の吉田博氏が平成２２年９月３０日をもちまして任期が

満了となるため、再度選任したくご提案するものでございます。ご同意いただきますようよろしくお願

いをいたします。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

日程第１６ 認定第 １号 「平成２１年度川南町一般会計歳入歳出決算認定について」 

日程第１７ 認定第 ２号 「平成２１年度川南町特別会計等歳入歳出決算認定について」 

日程第１８ 認定第 ３号 「平成２１年度川南町水道事業会計決算認定について」 

以上、３案件を一括議題とします。朗読は省略します。本、３案件について、提案理由の説明を求め

ます。 

○町長（内野宮 正英君）  ３認定について、ご説明を申し上げたいと思います。 認定第１号から

認定第３号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。 

 本決算は、地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定により、監査

委員の審査に付しておりましたところ、その審査が終了しましたので、地方自治法第２３３条第３項並

びに地方公営企業法第３０条第４項の定めにより、監査委員の意見を付けて提出し、議会の認定を

お願いするものでございます。 

 まず、一般会計について、歳入の決算額 ７１億４２０万９，５６８円、歳出の決算額７０億１０４万３，

６３７円、歳入歳出差引残額１億３１６万５，９３１円であります。 

 次に、国民健康保険事業特別会計について、歳入の決算額２４億２,７２０万 5,７０１円、歳出の決

算額２３億 5，９８１万８，０４３円、歳入歳出差引残額 ６，７３８万７，６５８円であります。 
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 次に、老人保健事業特別会計について、歳入の決算額３，４９６万８，２９１円、歳出の決算額１，９

０４万４，０８２円、歳入歳出差引残額１，５９２万４，２０９円であります。 

次に、漁業集落排水事業特別会計について、歳入の決算額１億５６７万８，７２０円、歳出の決算額１

億３５３万１，７２３円、歳入歳出差引残額２１４万６，９９７円であります。 

 次に、営農飲雑用水事業特別会計について、歳入の決算額９３３万１，７４３円、歳出の決算額８３

７万６，９７４円、歳入歳出差引残額９５万４，７６９円であります。 

 次に、下水道事業特別会計について、歳入の決算額３億８，８９８万９，９５３円、歳出の決算額 ３

億８，６７１万６，４５１円、歳入歳出差引残額２２７万３，５０２円であります。 

 次に 介護認定審査会特別会計について、歳入の決算額 ４６２万６，４１８円、歳出の決算額 ４２

６万２，２９６円、歳入歳出差引残額 ３６万４，１２２円であります。 

 次に、介護保険特別会計について、歳入の決算額１１億６，４５２万９，３１８円、歳出の決算額１１

億２６１万４，８５０円、歳入歳出差引残額６，１９１万４，４６８円であります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について、歳入の決算額１億３，３５８万４，０７９円、歳出の決算

額１億３，１７２万９５５円、歳入歳出差引残額１８６万３，１２４円となりました。 

 続きまして、水道事業会計について、収益的収入及び支出につきましては、水道事業収益の決算

額は、３億８，１５３万４，６２７円で、水道事業費用の決算額は、３億６２７万４，２３５円となりました。し

たがいまして、当年度純利益は、税抜きで７，０１９万７，３８０円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出でありますが、資本的収入の決算額は３，６６０万３千円円で、資本的

支出の決算額は、２億５，９３６万２，１０４円となりました。したがいまして、収入額が支出額に対して

不足する額、２億２，２７５万９，１０４円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、減債積立金及び建設改良

積立金から補てんをいたしました。 

 本会計年度は、前年度に引き続き第四次長期総合計画に沿って「ニューフロンティア精神の町づ

くり」を目指すとともに「生まれ育ったことに誇りを持てるまち川南」の実現のため、本町の諸情勢に対

処してまいりました。本町の財政につきましては、歳入の中で最も大きな財源であります地方交付税

が、前年度比２．４ポイントマイナスとなりました。町税も前年度比１ポイントマイナスとなり自主財源の

確保も厳しさを増しております。このような状況の中にあっても、財政健全化を念頭に国による地域

活性化対策を積極的に活用し、実施計画書の５項目の基本理念のもと、各種施策の展開に努めて

きたところでございます。 もちろん、本会計年度も多くの課題が山積いたしましたが、全職員一丸と

なり、懸命に努力した結果の本決算でございます。これもひとえに町議会の皆様方の深いご理解と

ご指導の賜物でありまして、ここに改めて深く感謝の意を表し、厚くお礼を申し上げる次第であります。 

なお、詳細につきましては、会計管理者並びに上下水道課長に補足説明をさせますので、よろしく

ご審議の上、ご認定いただきますようお願いをいたします。 

○議長（川越 忠明君）  補足説明があればこれを許します。 

○会計課長（佐藤 むつ子君）   認定第１号につきまして、補足説明を申し上げます。一般会計
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事項別明細書の１３、１４ページをお開きください。 

歳入の１款 町税でございますが、収入済額１３億９，３５０万４，１２２円で、収納率８9．6%となってお

ります。前年度比０．５ポイントの減となります。不納欠損は、町民税１５０件、固定資産税２２４件、軽

自動車税１３４件、合計５０８件、総額１，６９５万４５４円となっております。収入未済額は、１億４，４７４

万９，２６４円であります。１９、２０ページをお開きください。１１款 分担金及び負担金 ２項 負担金 

１目 民生費負担金中、２節 児童福祉費負担金、収入済額８，０８８万１，１４０円で、収納率９４％は、

前年度比１．６ポイント減であります。収入未済額は、５１２万１，９４０円であります。下段の１２款 使

用料及び手数料中、２１、２２ページ上段の４目土木使用料、３節 住宅使用料、収入済額７，４９３

万２０４円で 収納率は、９９．５ %で前年度比０．１ポイント増であります。なお、収入未済額は、４０万

７，０９６円でございます。次に、５３、５４ページをお開きください。歳入合計の収入済額は７１億４２０

万９，５６８円で前年度比３．１％の減であります。不納欠損額は、町税のみの１，６９５万４５４円、収

入未済額は３億４８６万７，６５８円であります。繰越明許費の未収財源１億５，３３４万９，０００円と町

税未収分１億４，４７４万９，２６４円が主なものでございます。 

 次に、歳出について申し上げます。５５、５６ページをお開きください。下段の２款 総務費 支出済

額は、１８億４，１１８万７，５０２円で、前年度比１１．５％の増であります。これは主にまちづくり交付金

事業、地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業によるものであります。次に、８３、８４ページをお

開きください。 ３款 民生費、支出済額は、１８億３，０２９万３，１０５円で前年度比８．２％の増であり

ます。主なものは、国民健康保険事業特別会計、介護保険特別会計への繰出金の増によるもので

す。次は、１０３、１０４ページをお願いします。４款 衛生費、支出済額は、４億２，１９６万８，８１１円

で、前年度比 6．5％の増であります。主に、新型インフルエンザワクチン接種事業等によるものであ

ります。次に、１１５、１１６ページをお願いします。下段の５款 農林水産業費、支出済額は、５億５，

４０５万８，２８２円で、前年度比４０％の大幅な減であります。この要因は、前年度補助事業（JA 尾鈴

集出荷貯蔵施設建設補助）の終了によるものであります。１３９、１４０ページをお願いします。６款 

商工費、支出済額は、９，００１万１，５８１円で、前年度比２４．２％の増となっております。この要因は、

地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業による商工会へのプレミアム付商品券補助であります。 

次に、１４５、１４６ページをお願いします。７款 土木費、支出済額は、４億５，６７７万８，４７９円で 

前年度比２．５％の減であります。この要因は、道路新設改良費の事業量減によるものであります。

次は、１５５、１５６ページをお願いします。８款 消防費、支出済額は２億５，３３４万８，３７６円で、前

年度比１１．１％増であります。これは、主に第１部消防ポンプ自動車購入、第５部消防機庫移転新

築工事によるものであります。次に、１５９、１６０ページをお願いします。下段の９款 教育費の支出

済額は、６億５，６４８万９，６０７円で 前年度比２４．２％の増であります。これは、主に地域活性化・

経済危機対策臨時交付金事業による運動公園野球場設備改修工事等によるものであります。次は、

１９１、１９２ページをお開きください。中段の１１款 公債費、支出済額は８億７７８万４，９０１円で、前

年度比０．８％の減であります。次は、１９５、１９６ページをお願いします。歳出合計の支出済額は、７

０億１０４万３，６３７円で、前年度比３．２％の減であります。繰越明許費は、１億７，７２９万６，２３０円、
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不用額は４，７０１万２，１３３円で、予算執行率は９６．９％となっております。 

 次に、認定第２号につきまして、補足説明を申し上げます。 

 国民健康保検事業特別会計事項別明細書について申し上げます。２２１、２２２ページをお開きく

ださい。１款 国民健康保険税の収入済額は、６億８，４０７万５，４４５円、収納率は７５．７％で、前年

度比０．３ポイント増となっております。その内、現年課税分は、収納率９０．３％で、滞納繰越分は１

２．１％であります。不納欠損額は、１，７４７万５，９８４円で、件数は１９４件となっております。収入未

済額は、２億２２６万２，２１９円であります。 

 ２３１、２３２ページをお願いします。歳入合計の収入済額は、２４億２，７２０万５，７０１円で、前年度

比４．３％の増であります。 

 歳出について申し上げます。２４９、２５０ページをお開きください。下段の歳出合計の支出済額は、

２３億５，９８１万８，０４３円で、前年度比３．７％の増となっております。不用額は、９，４２７万９，９５７

円で執行率は、９６．２％であります。 

 次に、介護保険特別会計事項別明細書について申し上げます。３３９、３４０ページをお願いします。 

１款 保険料の収入済額は、１億９，３１８万７，２９６円で、収納率は、９３．８％で前年度比０．２ポイン

ト減となっております。不納欠損額は、９８万５１５円で件数は、２４２件となっております。収入未済額

は、１，１７２万７，６１４円であります。 

 ３４７、３４８ページをお願いします。歳入合計の収入済額は、１１億６，４５２万９，３１８円で、前年度

比０．７％の増であります。 

 歳出について申し上げます。３６５、３６６ページをお開きください。下段の歳出合計の支出済額は、

１１億２６１万４，８５０円で、前年度比１．１％の増となっております。不用額は、６，２４２万７，１５０円

で執行率は、９４．６％であります。 

 決算につきましては、平成２１年度川南町歳入歳出決算書の表紙の裏に目次があります。順に一

般会計歳入歳出決算事項別明細書、次に、実質収支に関する調書、財産に関する調書を、また特

別会計歳入歳出決算については、事項別明細書の次に、実質収支に関する調書がつづってありま

す。その調書に、それぞれ詳しく記載してありますので、それによりご承知をいただきたいと思いま

す。 

 なお、資料としまして、決算成果表等をお手元に配布いたしておりますので、よろしくお願いいたし

ます。以上で補足説明を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  しばらく休憩します。１０分間休憩します。 

午前１０時５５分休憩 

午前１１時０５分再開 

○議長（川越 忠明君）  会議を再開します。休憩前に引き続き会議を続行します。 

○上下水道課長（河野 秀二君）  認定第３号につきまして、その補足説明を申し上げます。 

１０ページをお願いいたします。事業概要の報告を先に説明をいたします。 
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 本町の水道事業は、供用開始から３４年を経過し、施設更新を中心とした時期へ転換しています。 

①業務状況について 

 水道普及率は９６％を超え、給水戸数６，３１６戸、給水人口１万６，７６７人となり、給水戸数と給水

人口を前年度と比較しますと、戸数で２６戸の増、人口で８１人の減となり年間配水量は２４１万６，３

５２トン(１日平均６，６２０トン)で有収水量が１７６万２，７６６トンとなり、有収率は７３％となりました。 

②財政状況について 

 収益的収入の総額は、３億６，４２８万１，２４０円で、前年度に比べ、３．６％、額にして１，３６６万９，

８６０円の減収となりました。一方、収益的支出では、支出総額２億９，４０８万３，８６０円で、前年度に

比べ２．９％、額にして８２１万６､０９６円の増額となりました。その結果、平成２１年度は、７，０１９万７，

３８０円の純利益を計上いたしました。 

③資本的支出について 

 資本的支出の建設改良費については、平成２０年度に作成した水道ビジョンに沿った工事や調査

を行いました。主な工事では、上町・南中須線の布設替や高速道路建設に伴う配水管の布設替工

事など１億４，２５４万５０円を投資いたしました。詳細については、１２、１３ページに記載しています。

水需要については、ここ数年ほぼ横ばいですが、人口減尐などにより、水需要の減尐が予想されま

す。 

 次に、１ページをお願いいたします。決算報告書(１)の収益的収入及び支出の収入、第１款 水 

道事業収益は、３億８，１５３万４，６２７円となり、前年度と比較しますと、金額で１，３８１万１，６７８円、

率で３．６％の減となりました。減の主な理由は、営業外収益(他会計補助金)の減によるものです。 

同じく１ページ中段、支出、第１款 水道事業費用は、３億６２７万４，２３５円となり、前年度と比較し

ますと、金額で７５７万２，４７７円。率で２．９％の増となりました。増の主な理由は、受託工事費(高速

関係)によるものです。 

 次に３、４ページをお願いいたします。(２)の資本的収入及び支出の収入、第１款 資本的収入は、

３，６６０万３千円となり、前年度と比較しますと、金額で、２，１３５万８千円の増となりました。増の主な

理由は、高速道路建設に伴う水道管の布設替工事負担金によるものであります。３ページ中段、支

出、第１款 資本的支出は、２億５，９３６万２，１０４円となり、前年度と比較しますと、金額で、２，０２３

万４，９３３円。率で８．４％の増となりました。増の主な理由は、建設改良費（高速関係）によるもので

す。また、欄外に記載しています資本的収入が資本的支出に対し不足する額が２億２，２７５万９，１

０４円となりましたので、この不足分を当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５０５万８，

６２７円、過年度分損益勘定留保資金１，９９６万７､０８３円、当年度分損益勘定留保資金８，７７３万

３，３９４円、減債積立金５，０００万円、建設改良積立金６，０００万円で補てんいたしました。 

 次に、５ページの損益計算書についてご説明いたします。この表は、平成２１年度中に得た全ての

収益と、これに対応する費用を記載した報告書であり、１の営業収益から２の営業費用を差し引いた

営業利益は、８，５７４万２，８３５円となりました。また、３の営業外収益から４の営案外費用を差し引

いた額が、マイナス１，６９２万７，９０４円となりました。マイナスの理由は、他会計補助金の減によるも
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のです。以上のことから、経常利益は６，８８１万４，９３１円となりました。５の特別利益は、委託費の

精算によるものです。６の特別損出は、過年度修正損で、水道料金１５万９，５５１円を不納欠損処理

といたしましたので、当該年度の純利益は、７，０１９万７，３８０円となり、前年度に比べ２，１８８万５，

９５６円、率で２３．８％の減となりました。減の主な理由は、他会計補助金の減によるものです。当年

度純利益に、前年度繰越利益剰余金３２万１，０７２円を加えた当年産米処分利益剰余金は、７，０５

１万８，４５２円となりました。 

 次に６ページの剰余金計算書についてご説明いたします。この表は、利益剰余金が年度中にどの

ように増減したかをあらわした計算書です。利益剰余金は、利益処分によって、減債積立金と建設

改良積立金の年度中の増減を表しています。前年度未処分利益剰余金９，２３２万１，０７２円を１年

遅れの処理として、平成２１年度の剰余金処分計算書どおり減債積立金へ５，０００万円、建設改良

積立金へ４，２００万円を積立ていたしました。なお、平成２１年度の資本的収支決算において補て

ん財源として、減債積立金５，０００万円、建設改良積立金６，０００万円を取り崩しましたので、平成２

１年度末の残高は、減債積立金６００万円、建設改良積立金１億４００万円となり、積立金の合計が１

億１千万円となりました。 

 同じ中段の資本金剰余についてご説明いたします。資本剰余金は、水道事業外部から資本金以

外の方法によって繰り入れた建設工事の財源となった工事負担金、国・県補助金、受贈財産評価

額等であります。また、国・県の補助金については、平成２１年度に布設替えを行った分を当年度処

分額として減額し、工事負担金については、高速道路関係と消火栓設置費用分を当年度発生額と

して計上いたしました。以上のことから、翌年度繰越資本剰余金は、５億２，２０５万７，０７２円となりま

した。 

 次に７ページの剰余金処分計算書（案）についてご説明いたします。６ページの剰余金計算書に

より算定した当年度未処分利益剰余金７，０５１万８，４５２円の処分についての計算書であります。

法定積立金であります減債積立金へ４，０００万円。任意積立金の建設改良積立金へ３，０００万円。

合計７，０００万円を積み立てて、残額の５１万８，４５２円を翌年度に繰越利益剰余金とするもので

す。 

 次に８ページの貸借対照表についてご説明いたします。この表は、平成２２年３月３１日現在、保有

する全ての資産と負債及び資本を総括的にあらわした報告書で、資産の部、固定資産（有形、無

形）の合計は、２２億６，０５２万３，１２５円であり、また、流動資産合計は、４億９，８３７万９，２９４円と

なり、固定資産と流動資産の資産合計は、２７債５，８９０万２，４１９円となります。 

 次に９ページの負債の部についてご説明いたします。固定負債合計１９０万７，３５０円。流動負債

合計９，８２８万４，８７９円。負債合計は、1 億１９万２，２２９円となります。 

 次に、資本の部についてご説明いたします。自己資本金 １３億７，８１１万８，５６５円。借入れ資本

金合計５億７，８０１万６，１０１円。資本金合計が、１９億５，６１３万４，６６６円となりますが、このうち企

業債（未償還残高）は、５億２，４０１万６，１０１円であります。資本金合計と剰余金合計を合わせた資

本合計は、２６億５，８７１万１９０円で、負債資本合計は、２７億５，８９０万２，４１９円となり前ページの
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資産合計と一致いたします。 

 １０ページは先に説明いたしました事業概要で、１１ページは、議会決議事項明細及び職員に関

する事項です。１２から１３ページは、工事の明細で、１４から１６ページは、業務量、事業収入等に関

する事項です。また、１７から２０ページは、収益的収入及び支出の明細書であります。２１から２２ペ

ージは、固定資産明細書、企業債明細書及び他会計借入金明細です。他会計への支払いは今年

度で終わります。以上で、補足説明を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。ここで、代表監査

委員の審査結果の報告を求めます。 

○代表監査委員（三角 巌君）  決算審査の報告を申し上げます。町長から審査に付されました平

成２１年度一般会計、及び特別会計の８事業の各歳入歳出決算調書並びに財産に関する調書の

審査を８月２日から８月１６日までのうち１０日間、川南町水道事業会計決算調書並びに関係帳簿、

諸書類の審査を７月７日から９日までの３日間、濱本義則監査委員と共に実施しました。その結果に

つきましては、各会計とも歳入歳出決算及び関係書類の整備状況について適正であると認めました。

詳しくは、それぞれの決算審査意見書でご報告申し上げたとおりであります。 

 なお、主な会計の概略につきまして千円単位でご報告申し上げますと、一般会計の歳入歳出につ

いてですが、歳入調定額７４億２，６０２万７千円に対し、収入済額７１億４２０万９千円で、調定額に

対し９５．７％の収入率でした。収入未済額は、３億４８６万７千円で、主なものは町税の収入未済額１

億４，４７４万９千円、保育所保育料５１２万１千円、住宅使用料４０万７千円、老人ホーム入所費９６７

万７千円等と、２２年度への繰越明許費として、国庫補助金が１億３，９２７万２千円、県補助金５５７

万７千円であります。町税の不納欠損額は、５０８件の１，６９５万円と多額になっておりますが、前年

より件数で５２件、金額で７８万７千円増加しております。各々地方税法に基づいて処理されておりま

す。 

 町税の収入済額は、１３億９，３５０万４千円で、前年度より３，１７０万１千円減尐しています。また、

町税の収入未済額は１億４，４７９万９千円で、前年度より３９３万８千円増加しています。 

 一方 町財政収入の主要部分を占めます地方交付税については、２５億８４８万１千円の交付がな

されており、前年度より６，１２０万１千円の減尐となっております。減尐の主因は文化ホール施設の

償還金分に係る交付税措置が終了したためであります。 

 なお、町税収入未済額が前年度より増加しておりますが、税の滞納につきましては、過去にも再々

指摘しており、徴税担当職員も相当の努力をされ、その成果も上がっております。しかし、近年の景

気低迷により新たな滞納が発生し、増加の原因となっております。滞納者の動産・不動産、給与、預

貯金の差し押さえや、夜間の訪問、夜間の窓口徴収、コンビニヘ依頼しての徴収等、相当の努力・

工夫がなされております。税収の向上を図るのは容易ではありませんが、さらに格段の工夫と努力を

重ねられ、川南町の重要な自主財源の確保に努められるよう強く要望いたしました。 

 次に歳出についてですが、予算額７０億４，８０５万５千円（翌年度繰越額除く）に対し、決算額 70

億１０４万３千円であり、予算執行にあたっては、実施計画書に基づいて予算計上され、執行率９９．
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３％と適正な執行がなされています。歳出予算について、生じた不用額は４，７０１万２千円となって

おります。ほとんどの節で生じていますが、それぞれでは小額であり、適切な予算編成と執行残や経

費節減に努力されたものと思われます。公債費は臨時財政対策債等４億４，８３９万８千円が発行さ

れましたが、一方では地域総合整備事業債等６億７，３２５万５千円の元金償還がなされ、前年度より

２億２，４８５万７千円が減尐し、年度末の残高は６７億９，７３８万７千円と、年々順調に減尐しており

ます。なお、利息額は１億３，４５３万円となっております。 

 基金の運用につきましては、平成２１年度中に３億２，７９８万９千円の積立を行い、年度末残高は

２８億８，５６７万７千円となっております。 

 次に国民健康保険事業特別会計ですが、歳入調定額２６億４，６９４万４千円に対し、収入済額は

２４億２，７２０万６千円、収入不足額は２億１，９７３万８千円となっております。内訳は収入未済額２

億２２６万２千円と不納欠損額１，７４７万６千円であります。国保税の調定額に対する収入未済額の

割合が７．６％で収納率は９１．７％となっております。国保税の滞納額も多額でありますが、その徴

収についても町税同様の要望をいたしました。 

 その他の特別会計もそれぞれの決算審査意見書のとおり、適正な運営がなされております。 

 続きまして水道事業会計ですが、本年度は前年度に対し、当期純利益が２，１８８万６千円の減で

あります。主な要因は、他会計補助金の減尐と送配水管の漏水修理費の増加等によるものです。 

積年の懸案事項である有収率については、７３．０％であり、前年度より２．８％と大幅に悪化しており

ます。毎年多額の漏水調査費用を計上しており、更に徹底した調査と徹底した修理により、漏水の

防止に努力されるよう要望いたしたところです。 

 昭和５０年の供用開始から３４年が経過し、施設・管路等も老朽化しています。また、水道加入戸数

も９６％と高い加入率であり、広大な土地に総延長２５０キロメートルの管路を有しております。これら

を考慮しますと、ある程度の漏水の発生も止むを得ない面もありますが、有収率７３．０％は低水準で

あり、根本的な対策が必要と考えます。 

 建設改良事業として年次別に配水管の布設替工事が実施されていますが、全体的に施設・機器

類・管路の更新時期にきており、今後これらの布設替えなどに多額の建設改良工事が必要であり、

充分に注意して計画的な経営が必要であります。 

 水道料金の未収金は８９０万１千円で、前年度より６７万３千円増加しております。しかし、収納率は

９９．９％と改善されております。未収金の回収には、相当の努力が見られますが、今後も引き続き、

未収金の解消には万全を期されるよう要望したところです。 

 以上、審査結果の概要を申し上げましたが、ここ近年の経済不況が続く中、町財政も一段と厳しさ

が続くものと考えます。特に本年（平成２２年）４月に発生した牛、豚の口蹄疫は瞬く間に伝染し、本

町はもとより児湯郡内の和牛、乳牛、豚を１頭残らず殺処分という大惨事となりました。本町経済に占

める畜産の割合は高く、畜産農家の受けた打撃は、そのまま商工業者や、関連する産業に大打撃

を与えております。今後町民所得の低迷と同時に、町財政に大きな影響が発生しますが、国、県の

最大の支援を受け町民所得と町財政の健全化を図るよう努めていただきたいと思います。行政、議
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会、町民が一体となってこの厳しい現状を共通認識し、この難局に立ち向かい、川南町のテーマで

あります「生まれて育ったことに誇りの持てるまち川南」を目指し、構築されることを強く希望いたしま

して、決算審査の報告に代えさせていただきます。 

○議長（川越 忠明君）  以上で、審査結果の報告を終わります。 

日程第１９ 報告第 ２号 「平成２１年度財政健全化判断比率について」 

を議題とします。朗読は省略します。本案件について提出者の報告を求めます。 

○町長（内野宮 正英君）  報告第２号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第

１項及び第２２条第１項の規定に基づき、監査委員の意見をつけて報告するものでございます。この

財政健全化判断比率は、地方公共団体が財政の早期健全化、及び財政の再生並びに公営企業

の経営健全化を図ることを目的としたものであります。本町の平成２１年度決算は、財政健全化判断

比率による実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率及び公営企業会

計に係る資金不足比率のいずれも基準以下となっているところであります。今後とも連結決算をベ

ースに財政の健全化に努めていきたいと思っております。以上、本町の健全化判断比率算定の基

礎となる事項を記載した書類を監査委員の審査に付し、審査を受けましたので、その審査意見書を

付けて報告をいたします。以上です。 

○議長（川越 忠明君）  以上で報告を終わります。ここで代表監査委員の報告を求めます。 

○代表監査委員（三角 巌君）  財政健全化の審査結果につきまして、ご報告を申し上げます。 

去る８月２７日、濱本義則議員とともに提出されました各書類につきまして、この基準に合致するかど

うかの計算をいたしました。その提出されましたものにつきまして審査を行ったところです。 

 平成２１年度財政健全化審査意見書、提出してあります書類のとおりでございますが、審査の概要

につきましては、この財政健全化審査は町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施をいたしました。審査

の結果につきましては、審査に付された次の健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めました。まず表にしてございますが、一番

目の実質赤字比率、連結実質赤字比率、これはともに基準がマイナスということでありましてゼロベ

ースで記入しています。基準は１５％と２０％ということであります。それから、実質公債費率、これは１

３．８％。これは２５％が基準でありますので、これも下回っております。将来負担比率７９．８％、これ

も３５０％という基準に対して非常に低いということになっております。これらを判断しまして、三番目

にありますように、是正改善を要する事項ということで、特に指摘する事項はございませんでした。 

 次に、水道事業会計の経営健全化審査意見でございます。町長から提出された資金不足比率及

びその算定基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施をい

たしました。審査の結果ですが、審査に付さました資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類は、いずれも適正に作成されていると認めたところであります。この資金不足比率もな

く、基準であります２０％でありますが、川南町の場合にはマイナスということであります。個別意見と

しまして、決算審査意見書に記載した水道事業の財務の短期流動性を表示する流動比率は５０７％ 
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となっておりますが、経営健全化審査における資本金不足比率を算出するにあたって、実質的な資

本金不足額を把握するため、平成２２年度に償還する企業債の予定額を「１年基準」に基づき流動

負債に算入して計算すると実質流動比率は３９９％となります。したがって、実質的な資金不足比率

はマイナスということであります。是正改善する事項として、特に指摘すべき事項はないということで

あります。以上で報告を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  ただ今の報告に対する、質疑を行います。質疑はありませんか。質疑な

しと認めます。これで質疑を終ります。以上で報告を終わります。以上で、本日の日程は全部終了し

ました。本日は、これで散会します。皆さん、おつかれさまでした。 

午前１１時３６分閉会 

 

 


